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ラットにおける鉄クロロフィリンナトリウム鉄の利用性
椙山女学園大家政　 ○野原優子 、丹羽久美子、山下かなへ

［ 目的 ］　鉄クロロフィリン（ 鉄クロ) は銅クロロフィリン（ 銅クロ ）とともに緑色色素

として食品添加が許可されている。銅クロは色素としてﾀの゙評価は高いが使用量に制限があ

る。しかし鉄クロには使用量に制限はない。鉄は20 ％以上の女性に欠乏症状がみられるよ

うに鉄不足の改善は重要な問題である。食品添加物として加えられた鉄クロ鉄が生体で利

用されれば色素として以外の栄養効果が期待でぎる。ところが鉄クロ鉄の生体利用につい

てはこれまで調べられていない。そこで今回この利用性を調べてみた。

［ 方法］　４週令ウイスター系雄ラット に①鉄欠乏飼料および②硫酸第一鉄(  FeS04）、

③ヘム鉄、④鉄クロを鉄源(  35ing／kg diet ）とした４種の飼料で、実験１では３週間飼

育し、実験２では鉄欠乏飼料で３週間飼育後、２週間飼育した。実験３ではFeS04 と鉄ク

ロ鉄２倍量投与の効果を調べた。鉄の利用性としてはヘモグロビン量（ Ｈｂ ）とヘマト ク

リット 値(  H  t ) の測定に加え、鉄欠乏食から鉄添加食に変えた直後の生物価を測定した。

［ 結果］　３週間飼育後のＨｂはFeSO. 8.37 、鉄クロ　7. 15、ヘム鉄4.  93、鉄欠乏4.44

（g/dl）、H  t はFeSOx 49.0 、鉄クロ41.2 、ヘム鉄32.7 、鉄欠乏28.7 く％)であった。体

重増加量もほぼ同じ傾向であった。鉄欠乏３週間飼育後s 鉄飼料再投与２週間でFeS04 の

H b ,   H t はもとの状態に回復したが鉄クロ 、ヘム鉄の回復は悪かった。しかし体重の回

復はFeS04 と鉄クロはほぼ同じで、ヘム鉄、鉄欠乏の順に悪かった。今回ヘム鉄が予想外

の結果であったが、鉄クロ鉄は生体内でかなりよく利用されることが判った、


